
































き どの い ず みのじよう
ら、実際には京都を中心に制作されていたことが明らかとなっている。
石川透氏によって、わずかながら記された署名などを頼りに、仮名草子や往来物の作
者との筆跡比較の調査が進み、江戸前期に活躍した朝倉重 賢や浅井 了 意、居初つな




































［形態］23.8 × 17.2 センチ、列帖装３冊、金襴表紙、金布目押し見返し、料紙金泥下絵
鳥の子、蔵書印「鉄心斎文庫」。
六、国文研蔵の模本資料
模本は原本をそのまま写したもの。模本の作成は技法習得上で重視され、江戸時代に
は修業の第一条件とされて盛んに行われた。そのため多くの模本資料が存する。
○模本 平治物語絵巻
DOI 10.20730/200015138
［請求記号］ヨ 1-155
［形態］43.7センチ、巻子本１軸、三条殿夜討巻存、空題簽、表紙裂破損
(奥書)「詞書／正三位家隆卿／王峰為則段／繪／住吉法眼慶恩／文化甲戌晩冬冩／藤
原守道」。
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古典籍における絵入り写本
（絵巻・絵本）
小林 健二
小絵巻『夢草紙（うたたねそうし）』(1)
小絵巻『夢草紙（うたたねそうし）』(2)
大型の絵巻『ふんしやう（文正草紙）』(1)
大型の絵巻『ふんしやう（文正草紙）』(2)
大型の絵巻『ふんしやう（文正草紙）』(3)
大型の絵巻『ふんしやう（文正草紙）』(4)
大型の絵巻『ふんしやう（文正草紙）』(5)
大型の絵巻『ふんしやう（文正草紙）』(6)
大本の絵本『しつか（静）』(1)
大本の絵本『しつか（静）』(2)
大本の絵本『しつか（静）』(3)
大本の絵本『しつか（静）』(4)
横本の絵本『ふんしやう（文正草紙）』(1)
横本の絵本『ふんしやう（文正草紙）』(2)
横本の絵本『ふんしやう（文正草紙）』(3)
横本の絵本『ふんしやう（文正草紙）』(4)
横本の絵本『ふんしやう（文正草紙）』(5)
半紙本の絵本『伊勢物語』(1)
半紙本の絵本『伊勢物語』(2)
半紙本の絵本『伊勢物語』(3)
半紙本の絵本『伊勢物語』(4)
半紙本の絵本『伊勢物語』(5)
模本『平治物語絵巻』(1)
模本『平治物語絵巻』(2)
模本『平治物語絵巻』(3)
模本『平治物語絵巻』(4)
